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お客様の聞こえの様子、
ご希望などをお伺いします。

補聴器の正確な調整の
ために聴力を測ります。

補聴器を試聴してみます。

体験会補聴器
（有料広告）

　朝の空気がキリっとしていて、だんだん冬に近づいてるなぁと感じ
る今日この頃です。さて、９月29日（土）、秋晴れの中、栄原方面に
ある“クラインガルテンの森”にて、『秋の里山を探検しよう！』を
実施させていただきました。
　今回は小学校１年生から６年生と保護者を入れて12名、大人と中
学生スタッフを入れると20名近くの参加となりました。徐々に参加
してくれる人が増えて、本当に感謝です。

　まずは、あつまんべで初めましてのオリエンテーションです。バー
スデーラインやハイタッチじゃんけん、そして一番盛り上がったミャ
ンマーゲームでお互いの緊張をほぐします。そのあと、制限時間内で
あつまんべの中の「身近な木」を探します。「あったー！柱！」「滑り
台の横っちょ！」「くつばこ！」などなど元気よく探し出してきてく
れます。そして、森へ行く前に木を描いてもらいました。リンゴがなっ
ていたり、かわいい顔が書いてあったり、桜が咲いていたりとそれぞ
れ思う木を描いてもらい、森へ出発。ロッヂから見える景色を楽しみ
ながらランチをしました。お腹が満たされたら、さぁ！遊ぶぞ！と森
を探検。落ち葉の“カサカサ”“ザクザク”の音を楽しみながら、ミ

ズナラ広場へ到着。諸注意をしっかり聞いて、全力で遊びました。木に登る子、
栗を探す子、倒木した木の枝をノコギリで切る子、ブランコに乗る子、石を
ひっくり返して虫を探す子、それぞれの時間を楽しんでいました。木に触っ
たり、匂いをかいだり、あつまんべとはまた違う「木」に触れ合ってもらい
ました。あつまんべへ戻り、また木の絵を描いてもらうと、自分が遊んだ木
を描いていました。森へ行く前と後では、木の描き方が全然違っていておも
しろかったです。家具などに使っている木も「木」、葉っぱがあって、実が
なって、山や道に生えている木も「木」、遊びながらそれぞれの木の違いや、

子どもの「なんでだろう、ふし
ぎだな」の気持ちをくすぐれるようなプログラムを今後も続けていき
たいです。
　最後のふりかえりでは、「楽しかった！また来たい！」「最初は恥ず
かしかったけど、来てよかった。楽しかった。また行きたい。」と伝
えてくれました。毎回、楽しめるかな、どうかなとドキドキしながら
プログラムを組んでいます。反省することもたくさんありますが、こ
ういう感想をいただくと、「よし！次はこれやってみよう！」と元気
がでます(⌒∇⌒)ありがとうございます。今回の木育プログラムでも、
たくさんの方に協力していただきました。本当にいつもありがとうご
ざいます。これからも、どうぞよろしくお願いします。（谷本　美貴）

秋の里山を探検してきました！


